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鉄板直撃、右足切断

800キロの鉄板直撃

男性社員が右足切断の大けが

鉄板が吊り具から外れ

社員に直撃
２０２５／１１／２１（金） １６：１８

大分県の土木工事会社で今年５月、５０代の男性作業員が鉄板の直撃を受け

て右足を切断する事故が発生しました。

これを受けて労働基準監督署は２１日、危険防止および違反行為防止の措

置を怠ったとして、会社と男性社長を書類送検しました。

労働基準監督署によりますと、今年５月７日、土木工事会社で、社長がド

ラグ・ショベルを操作し、重さ約８００キロの鉄板（３ｍ×１．５ｍ×０．０２ｍ）をダ

ンプカーに積み込む作業を行っていた際、鉄板が吊り具から外れ、荷台で

作業していた５０代の男性社員に直撃しました。

この事故で男性社員は右足を切断する大けがをしました。


